
教科 学年

2

4

1

主体的に学習に取り組む態
河童と蛙 場面と描写を結びつけて読む。 比喩，反復，倒置，体言止

めなどの表現の技法を理解
し使っている。(1)オ

「読むこと」において，場
面の展開や登場人物の相互
関係，心情の変化などにつ
いて，描写をもとに捉えて
いる。Ｃ(1)イ

すすんで表現の技法を理解
するとともに，詩を読んで
考えたことを伝えようとし
ている。

学校名：江戸川区立小岩第四中学校

国語 第１学年

単元名
時
数

単元の指導目標
小単元のねらい

単元のまとまりの評価規準
知識・技能 思考・判断・表現

令和６年度　評価規準

桜蝶 文学作品の構成や展開を描写をも
とに理解する。

事象や行為，心情を表す語
句の量を増し，話や文章の
中で使うことをとおして，
語感を磨き語彙を豊かにし
ている。(1)ウ

「読むこと」において，場
面の展開や登場人物の相互
関係，心情の変化などにつ
いて，描写（特に二つの文
章の描かれ方の違い）をも
とに捉えている。Ｃ(1)イ

粘り強く二つの文章を読み
比べながら，場面と描写な
どを結びつけて内容を解釈
し，学習の見通しをもって
考えたことを伝え合おうと
している。

言葉の単位 文章・段落・文・文節・単語とい
う言葉の単位について理解する。

単語の類別について理解す
るとともに，指示する語句
と接続する語句の役割につ
いて理解を深めている。(1)
エ

積極的に言葉の単位につい
て理解するとともに，見通
しをもってその役割を考え
ようとしている。
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お気に入りの一品
を紹介する

伝えたいことを明確にして，お気
に入りの一品を紹介する。

事象や行為，心情を表す語
句の量を増し，話の中で使
うことをとおして，語感を
磨き語彙を豊かにしてい
る。(1)ウ

「話すこと・聞くこと」に
おいて，目的や場面に応じ
て，日常生活の中からお気
に入りの一品について話題
を決め，集めた材料を整理
し，伝え合う内容を検討し
ている。Ａ(1)ア

すすんで日常生活の中から
話題を決め，集めた材料を
整理して伝える内容を検討
し，学習課題にそって伝え
合おうとしている。

自分の脳を知って
いますか

①文章の中心的な部分に着目し，
内容を捉える。
②文章の構成を捉え，要約に生か
す。
③「脳の奇妙な癖」を理解し，筆
者の考えをまとめる。

原因と結果，意見と根拠な
ど情報と情報との関係につ
いて理解している。(2)ア

①「読むこと」において，
文章の中心的な部分と付加
的な部分，事実と意見との
関係などについて叙述をも
とに筆者の考えを捉え，要
旨を把握している。Ｃ(1)ア
②「読むこと」において，
目的に応じて必要な情報に
着目して要約し，内容を解
釈している。Ｃ(1)ウ

粘り強く文章の要旨を把握
し，学習課題にそって筆者
の考えをまとめようとして
いる。

漢字の部首 漢字の部首についての理解を深め
る。

学年別漢字配当表に示され
ている漢字に加え，その他
の常用漢字のうち本教材で
示された漢字を読んでい
る。また，学年別漢字配当
表に示されているうちの漢
字を書き，文や文章の中で
使っている。(1)イ

積極的に漢字を読み，また
は漢字を書くとともに，今
までの学習を生かして文や
文章の中で使おうとしてい
る。

意見文を書く ①意見と根拠の関係を理解する。
②根拠をはっきりさせて，意見文
を書く。

原因と結果，意見と根拠な
ど情報と情報との関係につ
いて理解している。(2)ア

「書くこと」において，根
拠を明確にしながら，自分
の考えが伝わる文章になる
ように工夫している。Ｂ(1)
ウ

すすんで根拠が明確な文章
になるように工夫し，学習
課題にそって自分の考えた
ことを書こうとしている。
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ベンチ 本や文章から必要な知識や情報を
集めたり，それらを活用したりす
るための方法を身につける。

読書が，知識や情報を得た
り，自分の考えを広げたり
することに役立つことを理
解している。(3)オ

「読むこと」において，場
面の展開や登場人物の相互
関係，心情の変化などにつ
いて，描写を基に捉えてい
る。Ｃ(1)イ

すすんで読書が考えを広げ
ることに役立つことを理解
し，学習の見通しをもって
考えたことを提案しようと
している。

日本語を音声 日本語の音の特徴を理解する。 音声のはたらきや仕組みに
ついて，理解を深めてい
る。(1)ア

積極的に音声のはたらきや
仕組みを理解し，学習の見
通しをもって日本語の音の
特徴について理解を深めよ
うとしている。

文の成分 主語・述語・修飾語など，文の成
分の役割について理解する。

①単語の類別や文の成分に
ついて理解している。(1)エ
②文の成分の順序や照応な
ど文の構成について理解を
深めている。２年(1)オ

すすんで文の構成に興味・
関心を抱き，文の成分の種
類とはたらきを理解して，
文の構成について理解を深
めようとしている。

『夏の庭』一冊読
み

描写に即して登場人物の心情を読
み取り、作品の主題について自分
の考えをもつ。

作品の描写に用いられた心
情を表す語について調べ，
語彙を豊かにしている。

①「読むこと」において，
物語の展開に即して，登場
人物の心情を読み取ってい
る。
②作品の主題について自分
の考えをもち，ものの見
方・考え方を広げている。

読書や意見交流を通して考
えを広げ，学習の見通しを
もって自分の考えを発表し
ようとしている。
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読書感想文を書こ
う

読んだ本の魅力や，本から学んだ
ことを整理し，構成を工夫して読
書感想文を書く。

事象や行為，心情を表す語
句の量を増し，話の中で使
うことをとおして，語感を
磨き語彙を豊かにしてい
る。(1)ウ

「書くこと」において，根
拠を明確にしながら，自分
の考えが伝わる文章になる
ように工夫している。Ｂ(1)
ウ

思いを効果的に伝える構成
について粘り強く考え、繰
り返し推敲している。

画数と活字の字体
（書写）

画数と活字の字体についての理解
を深める。

学年別漢字配当表に示され
ている漢字に加え，その他
の常用漢字のうち本教材で
示された漢字を読んでい
る。また，学年別漢字配当
表に示されているうちの漢
字を書き，文や文章の中で
使っている。(1)イ

積極的に漢字を読み，また
は漢字を書くとともに，今
までの学習を生かして文や
文章の中で使おうとしてい
る。

筆遣いと字形
「天地」
（書写）

小学校で学習した楷書の基本点画
の筆使いと字形を理解して書くこ
とができる。

基本点画の筆使いや文字の
組み立て方，字形の整え方
を理解している。

基本点画を理解しながら，
学習課題を正しく把握しよ
うとしている。

筆脈　「いろは
歌」
（書写）

平仮名の筆使いや筆脈，配列を理
解して書くことができる。

平仮名の筆使いや筆脈，配
列を理解している。

平仮名の筆使いや筆脈，配
列を理解している。



1

6

1

3

楷書と行書の違い
（書写）

楷書と行書の違いから，行書の点
画の特徴などを理解できる。

楷書と行書の特徴の違いか
ら，行書の点画の特徴を理
解している。

楷書と行書の違いから，行
書の点画の特徴を知ろうと
している。

材料を整理して意
見文を書く

①資料を比較して共通点と相違点
を見つける。
②考えの中心を明確にして，段落
構成を考える。

比較や分類，関係づけなど
の情報の整理の仕方，引用
の仕方や出典の示し方につ
いて理解を深め，それらを
使っている。(2)イ

「書くこと」において，書
く内容の中心が明確になる
ように複数の資料を比較す
るとともに，段落の役割な
どを意識して文章の構成や
展開を考えている。Ｂ(1)イ

すすんで情報の整理の仕方
について理解し，学習課題
にそって共通点や相違点を
根拠にしながら考えたこと
を書こうとしている。

漢字の音と訓 漢字の音と訓についての理解を深
める。

学年別漢字配当表に示され
ている漢字に加え，その他
の常用漢字のうち本教材で
示された漢字を読んでい
る。また，学年別漢字配当
表に示されているうちの漢
字を書き，文や文章の中で
使っている。(1)イ

積極的に漢字を読み，また
は漢字を書くとともに，今
までの学習を生かして文や
文章の中で使おうとしてい
る。

全ては編集されて
いる

①写真を見るときの観点を知り，
写真の特徴を理解する。
②写真の特徴を生かし，多様な活
用の仕方について考える。

比較や分類，関係づけなど
の情報の整理の仕方，引用
の仕方や出典の示し方につ
いて理解を深め，それらを
使っている。(2)イ

「読むこと」において，目
的に応じて必要な情報に着
目して要約したり場面と場
面，場面と描写などを結び
つけたりして，内容を解釈
している。Ｃ(1)ウ

情報の扱い方についての理
解を深め，目的に応じて適
切に情報を読み取り，伝え
たい情報を明確に表現しよ
うとしている。
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子供の権利 ①専門的な事柄などを表す語句の
意味をおさえ，文章内容を捉え
る。
②論理の構成や展開に着目して，
筆者の主張を読む。
③自分の経験と関連づけて読み，
自分の考えをまとめる。

事象や行為を表す語句の量
を増すとともに，語句の辞
書的な意味と文脈上の意味
との関係に注意して話や文
章の中で使うことをとおし
て，語感を磨き語彙を豊か
にしている。(1)ウ

「読むこと」において，文
章の構成や展開，表現の効
果について，根拠を明確に
して考えている。Ｃ(1)エ

粘り強く自分の考えを確か
なものにするとともに，学
習課題にそって考えたこと
を伝え合おうとしている。

単語のいろいろ 自立語と付属語，活用の有無など
の，分類の基準について理解す
る。

単語の類別について理解す
るとともに，指示する語句
と接続する語句の役割につ
いて理解を深めている。(1)
エ

すすんで単語の類別につい
て理解を深め，今までの学
習を生かして言葉を分けて
考えることの大切さを理解
しようとしている。

森の魔法使いがい
る

①必要な情報に着目して，調べた
り考えたりしながら読む。
②問いとその答えを見つけていく
展開を捉えて読む。
③筆者の考えや述べ方を踏まえ，
根拠を明確にしながら自分の表現
で筆者の考えをまとめる。

原因と結果，意見と根拠な
ど情報と情報との関係につ
いて理解している。(2)ア

①「読むこと」において，
文章の構成や展開，表現の
効果（特に論理の構成）に
ついて，根拠を明確にして
考えている。Ｃ(1)エ
②「読むこと」において，
文章を読んで理解したこと
に基づいて，自分の考えを
確かなものにしている。Ｃ
(1)オ

粘り強く文章の論理の展開
について考え，学習課題に
そって文章を読んで考えた
ことをまとめようとしてい
る。

竹取物語 ①古典の仮名遣いに注意して音読
し，物語の内容を捉える。
②『竹取物語』について調べた
り，話し合ったりして，そのおも
しろさを理解する。

音読に必要な文語のきまり
や訓読の仕方を知り，古文
を音読し，古典特有のリズ
ムをとおして，古典の世界
に親しんでいる。(3)ア

「読むこと」において，場
面の展開や登場人物の相互
関係，心情の変化などにつ
いて，描写をもとに捉えて
いる。Ｃ(1)イ

積極的に古典の世界に親し
むとともに，学習の見通し
をもって作品について考え
たことを記録しようとして
いる。
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随筆を書く 身近に起きたことや経験したこと
をまとめて，叙述の仕方を考え
る。

事象や行為，心情を表す語
句の量を増し，文章の中で
使うことをとおして，語感
を磨き語彙を豊かにしてい
る。(1)ウ

「書くこと」において，読
み手の立場に立って，表記
や語句の用法，叙述の仕方
などを確かめて，文章を整
えている。Ｂ(1)エ

粘り強く叙述の仕方などを
確かめ，学習の見通しを
もって随筆を書こうとして
いる。

熟語の構成 熟語の構成の基本的な型を知る。 事象や行為，心情を表す語
句の量を増すとともに，語
句の辞書的な意味と文脈上
の意味との関係に注意して
話や文章の中で使うことを
とおして，語感を磨き語彙
を豊かにしている。(1)ウ

積極的に漢字を読み，また
は漢字を書くとともに，今
までの学習を生かして文や
文章の中で使おうとしてい
る。

故事成語 ①いろいろな故事成語について調
べたり，発表したりして，由来や
意味を理解する。
②漢文訓読のきまりを理解した
り，音読したりして，文章の響き
を味わう。

音読に必要な文語のきまり
や訓読の仕方を知り，漢文
を音読し，古典特有のリズ
ムをとおして，古典の世界
に親しんでいる。(3)ア

「読むこと」において，場
面の展開や登場人物の相互
関係，心情の変化などにつ
いて，描写をもとに捉えて
いる。Ｃ(1)イ

すすんで音読に必要な訓読
の仕方を知り，学習の見通
しをもって文章を読んで考
えたことを伝え合おうとし
ている。

方言と共通語 方言と共通語の特徴について知
る。

共通語と方言の果たす役割
について理解している。(3)
ウ

すすんで共通語と方言につ
いて調べ，学習の見通しを
もって共通語と方言の果た
す役割について理解しよう
としている。
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発言を結び付けて
話し合う

①話題を意識して話し合い，発言
を結びつける。
②いろいろな意見を整理し，自分
たちの感想や考えをまとめる。

原因と結果，意見と根拠な
ど情報と情報との関係につ
いて理解している。(2)ア

「話すこと・聞くこと」に
おいて，話題や展開を捉え
ながら話し合い，互いの発
言を結びつけて考えをまと
めている。Ａ(1)オ

すすんで互いの発言を結び
つけて考えをまとめ，学習
の見通しをもってそれぞれ
の立場から考えを伝えよう
としている。

材楼を整理して案
内文を書く

①集めた材料を分類・整理して，
伝えたいことを明確にする。
②目的や意図を意識して，案内文
を書く。

比較や分類，関係づけなど
の情報の整理の仕方につい
て理解を深め，それらを
使っている。(2)イ

「書くこと」において，目
的や意図に応じて，日常生
活の中から題材を決め，集
めた材料を整理し，伝えた
いことを明確にしている。
Ｂ(1)ア

すすんで集めた情報を整理
し，学習の見通しをもって
案内文を書こうとしてい
る。

点画の連続と変化
「大木」
（書写）

点画の連続と形の変化を理解して
書くことができる。

①点画の連続と形の変化の
筆使いを理解している。
②点画の連続と形の変化の
筆使いを理解して書いてい
る。

点画の連続と形の変化につ
いて，課題意識をもって取
り組んでいる。

点画の連続と変化
「栄光」
（書写）

点画の連続と変化を理解して書く
ことができる。

①点や横画からの連続の筆
使いを理解している。
②点や横画からの連続の筆
使いを理解して書いてい
る。

点や横画からの連続の筆使
いについて，課題意識を
もって取り組んでいる。
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点画の連続と省略
「平和」
（書写）

点画の連続と省略を理解して書く
ことができる。

①点画の連続と省略を理解
している。
②点画の連続と省略を理解
して書いている。

点画の連続と省略の筆使い
について，課題意識をもっ
て取り組んでいる。

学習を生かして書
く（書写）

学習した行書の特徴を理解して硬
筆で書くことができる。

①これまでに学習してきた
行書の特徴を理解してい
る。
②これまでに学習してきた
行書の特徴を理解して硬筆
で書いている。

これまでに学習してきた行
書の特徴を硬筆で確かめて
いる。

書初め（書写） 文字の大きさや字間，行の中心な
どを理解して，配列よく書くこと
ができる。
※（行書の特徴や配列を理解して
書くことができる。）

楷書と仮名の筆使いや字
形，文字の大きさなどを理
解している。楷書と仮名の
筆使いや字形を理解して書
いている。
 ※（行書の特徴や配列につ
いて理解している。行書の
特徴や行の中心を理解して
書いている。）

自己の課題をもって取り組
んでいる。

宮沢賢治の童話３
編比べ読み

①語句の意味や擬声語・擬態語に
注意し，その工夫や効果を理解す
る。
②場面と描写に着目して作品を読
み，内容を解釈する。
③作品を比較して読み、共通する
主題や作者の人物像について自分
の考えをもつ。

事象や行為，心情を表す語
句の量を増し，話や文章の
中で使うこととともに，擬
声語・擬態語への理解を深
めることをとおして，語感
を磨き語彙を豊かにしてい
る。(1)ウ

「読むこと」において，文
章の構成や展開，表現の効
果について，根拠を明確に
して考えている。Ｃ(1)エ

粘り強く表現の効果につい
て根拠を明確にして考える
とともに，作品を読んで考
えたことを伝え合おうとし
ている。
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「話すこと・聞くこと」に
おいて，自分の考えや根拠
が明確になるように，話の
中心的な部分と付加的な部
分，事実と意見との関係な
どに注意して，話の構成を
考えている。Ａ(1)イ

粘り強く自分の考えを確か
なものにするとともに，学
習課題にそって考えたこと
を伝え合おうとしている。

言葉がつなぐ世界
遺産

①問いと答え，事実と意見の関係
を捉える。
②事実と意見の関係，文章の構成
や展開に注意して読み，筆者の考
えを捉える。
③筆者の考えについて，自分の考
えをまとめ，理解を確かにする。

原因と結果，意見と根拠な
ど情報と情報との関係につ
いて理解している。(2)ア

①「読むこと」において，
文章の構成や展開，表現の
効果について，根拠を明確
にして考えている。Ｃ(1)エ
②「読むこと」において，
文章を読んで理解したこと
に基づいて，自分の考えを
確かなものにしている。Ｃ
(1)オ

粘り強く理解したことに基
づいて考えを確かなものに
し，文章を読んで考えたこ
とを記録しようとしてい
る。

ブックトークをし
よう

①好きな本を選び，その魅力を伝
える。
②話し方を工夫し，聞き手を引き
込むように語る。

事象や行為を表す語句の量
を増すとともに，語句の辞
書的な意味と文脈上の意味
との関係に注意して話や文
章の中で使うことをとおし
て，語感を磨き語彙を豊か
にしている。(1)ウ

少年の日の思い出 ①語句の辞書的な意味と文脈での
意味との関係に注意する。
②場面の展開や登場人物の心情の
変化を，描写に基づきながら捉え
る。
③語り手に着目して作品を読み，
意見を交流するなどして，自分の
考えを確かなものにする。

事象や行為，心情を表す語
句の量を増し，話や文章の
中で使うことをとおして，
語感を磨き語彙を豊かにし
ている。(1)ウ

①「読むこと」において，
場面の展開や登場人物の相
互関係（特に語りと構成に
ついて），また心情の変化
などについて，描写をもと
に捉えている。Ｃ(1)イ
②「読むこと」において，
文章を読んで理解したこと
に基づいて，自分の考えを
確かなものにしている。Ｃ
(1)オ

粘り強く登場人物の心情の
変化などについて捉えると
ともに，見通しをもって小
説を読んで考えたことを伝
えようとしている。

四季の詩 それぞれの詩の題材を捉え，描か
れたイメージを想像する。

比喩，反復，倒置，体言止
めなどの表現の技法を理解
し使っている。(1)オ

「読むこと」において，場
面の展開や登場人物の相互
関係，心情の変化などにつ
いて，描写をもとに捉えて
いる。Ｃ(1)イ

すすんで描写をもとに捉え
るとともに，今までの学習
を生かして詩を創作しよう
としている。



6

1

読み手を意識して
報告文を書く

①要点を簡潔にまとめる。
②読み手の立場に立って，文章を
整える。

原因と結果，意見と根拠な
ど情報と情報との関係につ
いて理解している。(2)ア

「書くこと」において，読
み手の立場に立って，表記
や語句の用法，叙述の仕方
などを確かめて，文章を整
えている。Ｂ(1)エ

積極的に読み手の立場に
立って叙述の仕方などを確
かめるとともに，学習の見
通しをもって自分の考えを
書こうとしている。

都道府県の漢字の
読み書き

都道府県の漢字について知り、読
んだり書いたりすることができ
る。

都道府県名に用いられる漢
字を知り、適切に読んだり
書いたりしている。

積極的に漢字を読み，また
は漢字を書くとともに，今
までの学習を生かして文や
文章の中で使おうとしてい
る。



令和６年度　評価規準
学校名：江戸川区立小岩第四中学校

教科 学年

1

1

5

1

国語 第２学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
虹の足 ●見えている「虹の足」をとおし

て，見えていない「虹の足」につい
て考える。

抽象的な概念を表す語句の量を
増し，話や文章の中で使うことをと
おして，語感を磨き語彙を豊かに
している。(1)エ

「読むこと」において，登場人物の
言動の意味などについて考えて，
内容を解釈している。Ｃ(1)イ

すすんで登場人物の言動の意味
を考え，今までの学習を生かして
考えたことをノートにまとめようとし
ている。

豚 ●詩の構成や展開を踏まえ，詩の
世界を豊かに想像する。

抽象的な概念を表す語句の量を
増し，話や文章の中で使うことをと
おして，語感を磨き語彙を豊かに

している。(1)エ

「読むこと」において，文章を読ん
で理解したことや考えたことを知識
や経験と結びつけ，自分の考えを
広げたり深めたりしている。Ｃ(1)オ

すすんで内容を解釈し，学習の見
通しをもって考えたことを説明しよ

うとしている。

小さな手袋 ●文学的な表現を通じて語感を磨
き，語彙を豊かにする。
●登場人物の設定の仕方や言動
の意味などについて考え，作品を
解釈する。
●登場人物の気持ちの変化を捉
える。

抽象的な概念を表す語句の量を
増し，話や文章の中で使うことをと
おして，語感を磨き語彙を豊かに
している。(1)エ

「読むこと」において，文章全体と
部分との関係に注意しながら，登
場人物の設定の仕方などを捉え
ている。Ｃ(1)ア
「読むこと」において，登場人物の
言動の意味などについて考えて，
内容を解釈している。Ｃ(1)イ

すすんで登場人物の設定の仕方
を考え，学習課題にそって理解し

たことを説明しようとしている。

漢字を使いこなそう❶ ●教育漢字を書けるようにし、新
出音訓を読めるようにする。

教育漢字を書くことができ、新出音
訓を読むことができる。

漢字の学習に粘り強く取り組んで
いる。



令和６年度　評価規準
学校名：江戸川区立小岩第四中学校

7

1

1

2

スピーチ、話し言葉と書き言葉 ●具体的な体験を通して、自分の
思いや考えを効果的に伝える。
●話し言葉と書き言葉の違いにつ
いて知る。

話し言葉と書き言葉の違いについ
て理解している。

「話すこと・聞くこと」において，自
分の立場や考えが明確になるよう
に，根拠の適切さや論理の展開な
どに注意して，話の構成を工夫し

ている。Ａ(1)イ

具体的な体験を入れることや、話
し言葉と書き言葉の相違点に留意
して、粘り強く学習に取り組んでい
る。

古典の一節を引用して文章を
書く

●自分の考えに合う古典の一節を
引用して、意見文を書く。

意見と根拠，具体と抽象など情報
と情報との関係について理解して

いる。(2)ア

「書くこと」において，根拠の適切さ
を考えて説明や具体例を加えるな
ど，自分の考えが伝わる文章にな
るように工夫している。Ｂ(1)ウ

積極的に意見と根拠，具体と抽象
など情報と情報との関係について
理解し，学習の見通しをもって，意
見を述べる文章を書こうとしてい
る。

漢字を使いこなそう➋ ●教育漢字を書けるようにし、新
出音訓を読めるようにする。

教育漢字を書くことができ、新出音
訓を読むことができる。

漢字の学習に粘り強く取り組んで
いる。

随筆の味わい
　枕草子・徒然草

●古人のものの見方や考え方に
対して，自分の考えをもつ。
●言葉の意味を正確に捉えながら
読み，作者の思いを想像する。

現代語訳や語注などを手がかりに
作品を読むことをとおして，古典に
表れたものの見方や考え方を知っ
ている。(3)イ

「読むこと」において，古典の文章
を読んで理解したことや考えたこと
を知識や経験と結びつけ，自分の
考えを広げたり深めたりしている。
Ｃ(1)オ

「読むこと」において，古典の文章
を読んで理解したことや考えたこと
を知識や経験と結びつけ，自分の
考えを広げたり深めたりしている。
Ｃ(1)オ



令和６年度　評価規準
学校名：江戸川区立小岩第四中学校

4

1

3

3

漢字を使いこなそう➌ ●教育漢字を書けるようにし、新
出音訓を読めるようにする。

教育漢字を書くことができ、新出音
訓を読むことができる。

漢字の学習に粘り強く取り組んで
いる。

水の山　富士山 ●図や写真と文章とを関連づけな
がら内容を捉える。
●説明の仕方という観点に着目し
ながら読み比べる。
●富士山の恵みについて，筆者の
考えを捉え，自分の考えをまとめ
る。

情報と情報との関係のさまざまな
表し方を理解し使っている。(2)イ

「読むこと」において，文章と図表
などを結びつけ，筆者の説明の仕
方について，その関係を踏まえて
内容を解釈している。Ｃ(1)ウ
「読むこと」において，観点を明確
にして文章を比較するなどし，文
章の構成や論理の展開，表現の
効果について考えている。Ｃ(1)エ

粘り強く必要な情報に注目し，学
習の見通しをもって意見を述べる
文章を書こうとしている。

説得力のある提案をする ●話の構成を効果的に組み立て
て話す。
●根拠の適切さに注意しながら，
意見と根拠を分けて話す。

意見と根拠，具体と抽象など情報
と情報との関係について理解して
いる。(2)ア

「話すこと・聞くこと」において，自
分の立場や考えが明確になるよう
に，根拠の適切さや論理の展開な
どに注意して，話の構成を工夫し
ている。Ａ(1)イ

積極的に自分の考えをまとめ，学
習の見通しをもって考えを述べよ
うとしている。

活用のない自立語 ●名詞、連体詞、副詞、接続詞、
感動詞について理解する。

品詞がもつはたらきや性質につい
て理解している。

粘り強く品詞のはたらきや性質に
ついて理解し，学習課題にそって
実生活への生かし方を考えようと
している。



令和６年度　評価規準
学校名：江戸川区立小岩第四中学校

5

4

5

2

夏の葬列 ●人物の描写や人称代名詞に着
目し，その役割や効果について理
解する。
●時間の順序に留意し，人物の心
情の変化や言動の意味について
考え，作品を解釈する。
●作品の構成や展開，表現の効
果について考えを深める。

抽象的な概念を表す語句の量を
増し，話や文章の中で使うことをと
おして，語感を磨き語彙を豊かに
している。(1)エ

「読むこと」において，登場人物の
言動の意味などについて考えて，
内容を解釈している。Ｃ(1)イ
「読むこと」において，文章の構成
や論理の展開（時間の流れと場面
の展開），表現の効果について考
えている。Ｃ(1)エ

粘り強く時間の流れや場面の展開
などの構造を捉え，学習課題に
そって考えたことを提案しようとし
ている。

構成を明確にして手紙を書く
手紙の清書

●相手に対して適切に言葉を選
ぶ。
●書く内容を整理し，自分の考え
をまとめる。
●配列を整えて文字を書く。

話し言葉と書き言葉の特徴につい
て理解している。(1)イ
敬語のはたらきについて理解し，
文章の中で使っている。(1)カ
文字の配列に留意しながら手紙を
書いている。

「書くこと」において，伝えたいこと
がわかりやすく伝わるように，段落
相互の関係などを明確にし，文章
の構成や展開を工夫している。Ｂ
(1)イ

積極的に敬語のはたらきについて
理解し，学習の見通しをもって用
途に合わせた文書を書こうとして
いる。

点画の省略　行書「初志」
筆順の変化　行書「深緑」

●点画の省略を理解して書くこと
ができる。
●筆順の変化を理解して書くこと
ができる。

点画の省略や筆順の変化を理解
して書いている。

点画の省略の書き方や筆順の変
化の仕方を確かめ、自己の課題を
考えている。

点画の省略の書き方や筆順の変
化の仕方について課題意識をもっ
て取り組んでいる。

敬語 ●敬語のはたらきや特徴について
知る。

敬語のはたらきについて理解し，
話や文章の中で使っている。(1)カ

粘り強く敬語のはたらきや特徴に
ついて理解し，学習課題にそって
実生活への生かし方を考えようと
している。



令和６年度　評価規準
学校名：江戸川区立小岩第四中学校

1

3

5

5

紙の建築 ●事例の役割や効果を確かめな
がら読む。
●事例と主張を関連づけて読み，
筆者の行動とそれを支える考え方
を捉える。
●筆者の考えを踏まえ，社会との
関わりについて自分の考えを広げ
たり深めたりする。

意見と根拠，具体と抽象など情報
と情報との関係について理解して
いる。(2)ア

「読むこと」において，文章全体と
部分との関係に注意しながら，主
張と例示との関係を捉えている。Ｃ
(1)ア
「読むこと」において，文章を読ん
で理解したことや考えたことを知識
や経験と結びつけ，自分の考えを
広げたり深めたりしている。Ｃ(1)オ

すすんで文章の構成や論理の展
開について考え，学習課題にそっ
て説明しようとしている。

西の魔女が死んだ ●登場人物の言動や心情につい
て話し合い，作品の理解を深め
る。

抽象的な概念を表す語句の量を
増し，話や文章の中で使うことをと
おして，語感を磨き語彙を豊かに
している。(1)エ

「読むこと」において，登場人物の
言動の意味などについて考えて，
内容を解釈している。Ｃ(1)イ
「読むこと」において，文章の構成
や論理の展開（時間の流れと場面
の展開），表現の効果について考
えている。Ｃ(1)エ

粘り強く時間の流れや場面の展開
などの構造を捉え，学習課題に
そって考えたことを提案しようとし
ている。

観点を明確にして伝える ●集めた情報を整理して関係を理
解し，適切に活用して課題を解決
する。
●図表やグラフ，写真などを用い
て，聞き手にわかりやすく伝える。

情報と情報との関係のさまざまな
表し方を理解し使っている。(2)イ

「話すこと・聞くこと」において，資
料や機器を効果的に用いるなどし
て，自分の考えがわかりやすく伝
わるように表現を工夫している。Ａ
(1)ウ

積極的に情報と情報との関係につ
いて理解し，学習の見通しをもって
説明しようとしている。

漢字を使いこなそう➍ ●教育漢字を書けるようにし、新
出音訓を読めるようにする。

教育漢字を書くことができ、新出音
訓を読むことができる。

漢字の学習に粘り強く取り組んで
いる。



令和６年度　評価規準
学校名：江戸川区立小岩第四中学校

5

1

7

2

活用のある自立語 ●用言の活用と種類・用法を理解
する。

単語の活用について理解を深め
ている。(1)オ

粘り強く自立語の活用について理
解し，学習課題にそって文章を読
む際の生かし方を考えようとして
いる。

付属語のいろいろ ●付属語にはどのようなものがあ
るのかを知る。

助詞や助動詞などのはたらきにつ
いて理解を深めている。(1)オ

助詞・助動詞に興味・関心を抱き，
助詞・助動詞のはたらきを理解し，
その理解を「話すこと・聞くこと」「書
くこと」「読むこと」に生かして，適
切に表現・理解しようとしている。

漢字を使いこなそう➎ ●教育漢字を書けるようにし、新
出音訓を読めるようにする。

教育漢字を書くことができ、新出音
訓を読むことができる。

漢字の学習に粘り強く取り組んで
いる。

短歌の味わい ●情景や心情を掘り起こし，声に
出して短歌を読む。

●情景や心情を掘り起こし，声に
出して短歌を読む。

「読むこと」において，登場人物の
言動の意味などについて考えて，
内容を解釈している。Ｃ(1)イ
「書くこと」において，読み手の立
場に立って，表現の効果などを確
かめて，文章を整えている。Ｂ(1)
エ

すすんで内容を味わい，今までの
学習を生かして短歌を創作しよう
としている。



令和６年度　評価規準
学校名：江戸川区立小岩第四中学校

1

4

4

4

漢字を使いこなそう➏ ●教育漢字を書けるようにし、新
出音訓を読めるようにする。

教育漢字を書くことができ、新出音
訓を読むことができる。

漢字の学習に粘り強く取り組んで
いる。

行書と仮名の調和 点画の連続と配列を理解して書く
ことが出来る。

行書と仮名の調和について確か
めながら書いている。

行書と仮名の調和について、自己
の課題を考えている。

敦盛の最期 ●登場人物の言動や心情につい
て話し合い，作品の理解を深め
る。
●文章の特徴を生かして朗読し，
物語に親しむ。

歴史的仮名遣いに注意して，作品
の特徴を生かして朗読するなどし
て，古典の世界に親しんでいる。
(3)ア

「読むこと」において，文章全体と
部分との関係に注意しながら，登
場人物の設定の仕方などを捉え
ている。Ｃ(1)ア

すすんで現代語訳や語注などを手
がかりに作品を読み，理解したこ
とを話し合いの場で発言している。

向田邦子随筆比べ読み ●登場人物の言動や心情につい
て話し合い，作品の理解を深め
る。

抽象的な概念を表す語句の量を
増し，話や文章の中で使うことをと
おして，語感を磨き語彙を豊かに
している。(1)エ

「読むこと」において，文章を読ん
で理解したことや考えたことを知識
や経験と結びつけ，自分の考えを
広げたり深めたりしている。Ｃ(1)オ

すすんで内容を解釈し，学習の見
通しをもって考えたことを説明しよ
うとしている。



令和６年度　評価規準
学校名：江戸川区立小岩第四中学校

1

3

3

1

漢字を使いこなそう➐ ●教育漢字を書けるようにし、新
出音訓を読めるようにする。

教育漢字を書くことができ、新出音
訓を読むことができる。

漢字の学習に粘り強く取り組んで
いる。

孔子の言葉　論語 ●表現を確かめながら，内容につ
いて自分の考えをまとめる。
●文章の特徴を生かしながら音読
したり暗唱したりして，漢文の表現
に慣れる。

作品の特徴を生かして朗読するな
どして，古典の世界に親しんでい
る。(3)ア

「読むこと」において，古典の文章
を読んで理解したことや考えたこと
を知識や経験と結びつけ，自分の
考えを広げたり深めたりしている。
Ｃ(1)オ

「読むこと」において，古典の文章
を読んで理解したことや考えたこと
を知識や経験と結びつけ，自分の
考えを広げたり深めたりしている。
Ｃ(1)オ

ガイアの知性 ●筆者が用いる語句の意味を捉
える。
●筆者の主張と具体的な事例との
関係を捉える。
●自然や知性に対する筆者の考
え方について，自分のもつ知識や
経験と結びつけ，考えをまとめる。

意見と根拠，具体と抽象など情報
と情報との関係について理解して
いる。(2)ア
抽象的な概念を表す語句の量を
増し，話や文章の中で使うことをと
おして，語感を磨き語彙を豊かに
している。(1)エ

「読むこと」において，文章全体と
部分との関係に注意しながら，主
張と例示との関係を捉えている。Ｃ
(1)ア
「読むこと」において，文章を読ん
で理解したことや考えたことを知識
や経験と結びつけ，自分の考えを
広げたり深めたりしている。Ｃ(1)オ

すすんで主張と例示の関係につい
て考え，学習の見通しをもって意
見を述べる文章を書こうとしてい
る。

漢字を使いこなそう➑ ●教育漢字を書けるようにし、新
出音訓を読めるようにする。

教育漢字を書くことができ、新出音
訓を読むことができる。

漢字の学習に粘り強く取り組んで
いる。



令和６年度　評価規準
学校名：江戸川区立小岩第四中学校

5

5

4

1

書き初め 文字の大きさや字間，行の中心な
どを理解して，配列よく書くことが
できる。
※（行書の特徴や配列を理解して
書くことができる。）

楷書と仮名の筆使いや字形，文字
の大きさなどを理解している。楷書
と仮名の筆使いや字形を理解して

書いている。
 ※（行書の特徴や配列について
理解している。行書の特徴や行の

中心を理解して書いている。）

自己の課題をもって取り組んでい
る。

よりよい結論を導く討論をする ●結論を導くために，相手の立場
に立って推論しながら，意見を述
べる。
●互いの立場や考えを尊重しなが
ら話し合う。

抽象的な概念を表す語句の量を
増し，話や文章の中で使うことをと
おして，語感を磨き語彙を豊かに
している。(1)エ

「話すこと・聞くこと」において，互
いの立場や考えを尊重しながら話
し合い，結論を導くために考えをま
とめている。Ａ(1)オ

「読むこと」において，登場人物の
言動の意味などについて考えて，
内容を解釈している。Ｃ(1)イ
「読むこと」において，文章の構成
や論理の展開（時間の流れと場面
の展開），表現の効果について考
えている。Ｃ(1)エ

粘り強く時間の流れや場面の展開
などの構造を捉え，学習課題に
そって考えたことを提案しようとし
ている。

積極的に情報と情報との関係につ
いて理解し，学習の見通しをもって
討論しようとしている。

漢字を使いこなそう➒ ●教育漢字を書けるようにし、新
出音訓を読めるようにする。

教育漢字を書くことができ、新出音
訓を読むことができる。

漢字の学習に粘り強く取り組んで
いる。

いちご同盟 ●人物の描写とその役割や効果
について理解する。
●人物の心情の変化や言動の意
味について考え，作品を解釈す
る。

抽象的な概念を表す語句の量を
増し，話や文章の中で使うことをと
おして，語感を磨き語彙を豊かに
している。(1)エ



令和６年度　評価規準
学校名：江戸川区立小岩第四中学校

8

5

1

漢字を使いこなそう➓ ●教育漢字を書けるようにし、新
出音訓を読めるようにする。

教育漢字を書くことができ、新出音
訓を読むことができる。

漢字の学習に粘り強く取り組んで
いる。

走れメロス ●抽象的な概念を表す語句の量
を増やし，自分の表現に役立て
る。
●人物の心情や言動の変化を表
すうえでの役割や効果を捉える。
●登場人物や語り手のものの見
方や考え方について理解し，自分
の考えを深める。

抽象的な概念を表す語句の量を
増し，話や文章の中で使うことをと
おして，語感を磨き語彙を豊かに
している。(1)エ

「読むこと」において，文章全体と
部分との関係に注意しながら，主
張と例示との関係や登場人物の
設定の仕方などを捉えている。Ｃ
(1)ア
「読むこと」において，文章を読ん
で理解したことや考えたことを知識
や経験と結びつけ，自分の考えを
広げたり深めたりしている。Ｃ(1)オ

すすんで登場人物の設定の仕方
を考え，学習課題にそって自分の
考えを深めようとしている。

根拠をもとに意見文を書く ●多様な考え方がある問題につ
いて根拠をもとに推論して考える。
●考えの理由づけを示して意見文
を書く。

意見と根拠，具体と抽象など情報
と情報との関係について理解して
いる。(2)ア

「書くこと」において，根拠の適切さ
を考えて説明や具体例を加えるな
ど，自分の考えが伝わる文章にな
るように工夫している。Ｂ(1)ウ

積極的に意見と根拠，具体と抽象
など情報と情報との関係について
理解し，学習の見通しをもって，意
見を述べる文章を書こうとしてい
る。



教科 学年

4

5

7

第３学年

学校名：江戸川区立小岩第四中学校

具体例をもとに説明
文を書く

読み手に説明するために構
成を工夫する。

①理解したり表現したりするため
に必要な語句の量を増し，文章の
中で使うことをとおして，語感を
磨き語彙を豊かにしている。(1)
イ
②情報の信頼性の確かめ方を理解
し使っている。(2)イ

「書くこと」において，文章の種
類を選択し，多様な読み手を説得
できるように論理の展開などを考
えて，文章の構成を工夫してい
る。Ｂ(1)イ

積極的に文章の種類を選択し，学
習の見通しをもって発表のための
資料を作成しようとしている。

構成を考えて主張を
まとめる

①社会生活の中から自分で
課題を見つけ，主張をまと
める。
②自分の立場や意見を明確
にし，論理の展開や話の構
成を工夫する。

具体と抽象など情報と情報との関
係について理解を深めている。
(2)ア

「話すこと・聞くこと」におい
て，自分の立場や考えを明確に
し，相手を説得できるように論理
の展開などを考えて，話の構成を
工夫している。Ａ(1)イ

すすんで情報の信頼性の確かめ方
を理解して使い，学習の見通しを
もって主張しようとしている。

主体的に学習に取り組む態度
握手 描写に即して、登場人物の

人物像を読み取る。
理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し，話や文章
の中で使うことをとおして，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
(1)イ

①「読むこと」において，文章を
批判的に読みながら，文章に表れ
ているものの見方や考え方につい
て考えている。Ｃ(1)イ
②「読むこと」において，文章を
読んで考えを広げたり深めたりし
て，人間，社会，自然などについ
て，自分の意見をもっている。Ｃ
(1)エ

粘り強く，文章の展開を捉えたり
言葉の意味を文脈から理解したり
するとともに，今までの学習を生
かして考えたことを説明しようと
している。

国語

単元名 時数
単元の指導目標
小単元のねらい

単元のまとまりの評価規準
知識・技能 思考・判断・表現

令和６年度　評価規準



3

7

6

5

なぜ物語が必要なの
か

①文章の種類と特徴につい
て理解を深める。
②知識や経験と結びつけて
文章を読み，内容を評価す
る。

文章の種類とその特徴について理
解を深めている。(1)ウ

「読むこと」において，文章の種
類を踏まえて，論理や物語の展開
の仕方などを捉えている。Ｃ(1)
ア

すすんで表現の仕方について評価
し，学習課題にそって批評しよう
としている。

『おくのほそ道』一
冊読み

①情景や心情について話し
合ったり，古典の一節を引
用して、作品から読み取れ
る作者の思いについて研究
発表を行ったりする。
②歴史的背景に注意しなが
ら読み，文章の特徴を理解
する。

①背景などに注意して古典を読む
ことをとおして，その世界に親し
んでいる。(3)ア
②長く親しまれている言葉や古典
の一節を引用するなどして使って
いる。(3)イ

「読むこと」において，古典の文
章の構成や論理の展開，表現の仕
方について評価している。Ｃ(1)
ウ

粘り強く時間の経過による言葉の
変化や世代による言葉の違いにつ
いて理解し，今までの学習を生か
して考えたことを説明しようとし
ている。

説得力のある批評文
を書く

①資料を比較して，自分の
考えを整理する。
②伝えたいことを明らかに
し，説得力のある文章を書
く。

具体と抽象など情報と情報との関
係について理解を深めている。
(2)ア

「書くこと」において，表現の仕
方を考えたり資料を適切に引用し
たりするなど，自分の考えがわか
りやすく伝わる文章になるように
工夫している。Ｂ(1)ウ

積極的に情報の信頼性の確かめ方
を理解し，学習の見通しをもって
批評する文章を書こうとしてい
る。

故郷 ①理解や表現のために必要
な語句の量を増やし，話や
文章のなかで意識的に使用
する。
②一人称の語り方について
理解し，作品の表現の仕方
を評価する。
③「希望」について考え，
人間，社会などについて自
分の意見をもつ。

理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し，話や文章
の中で使うことをとおして，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
(1)イ

①「読むこと」において，文章の
構成や論理の展開，表現の仕方に
ついて評価している。Ｃ(1)ウ
②「読むこと」において，文章を
読んで考えを広げたり深めたりし
て，人間，社会，自然などについ
て，自分の意見をもっている。Ｃ
(1)エ

すすんで表現の仕方について評価
し，学習課題に沿って批評しよう
としている。



3

2

2

7

問いかける言葉 ①事例と主張とを関係づけ
て読む。
②文章を比べ，評価しなが
ら読む。
③文章を読み，社会や他者
との関わりについて自分の
考えを広げたり深めたりす
る。

具体と抽象など情報と情報との関
係について理解を深めている。
(2)ア

①「読むこと」において，文章の
構成や論理の展開，表現の仕方に
ついて評価している。Ｃ(1)ウ
②「読むこと」において，文章を
読んで考えを広げたり深めたりし
て，人間，社会，自然などについ
て，自分の意見をもっている。Ｃ
(1)エ

粘り強く文章を読んで自分の考え
を深め，学習課題にそって考えた
ことについて討論しようとしてい
る。

点画の変化と連続
「創造」
（書写）

①点画の変化と連続を理解
して書くことができる。
②次の文字への筆脈を理解
して書くことができる。

①点画の変化と連続，次の文字へ
の筆脈を理解している。
②点画の変化と連続，次の文字へ
の筆脈を理解して書いている。

点画の変化と連続，次の文字への
筆脈について，課題意識をもって
取り組んでいる。

行書と仮名の調和
「美しい自然」

①点画の連続を理解して書
くことができる。
②配列を理解して書くこと
ができる。

①点画の連続や配列の書き方を理
解している。
②点画の連続や配列の書き方を理
解して書いている。

点画の連続や配列の書き方に興
味・関心をもって取り組んでい
る。

表現の工夫を評価し
てスピーチをする

①相手や場に適した言葉で
スピーチをする。
②場の状況に応じて，伝わ
りやすくなるよう表現の工
夫をする。

理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し，話の中で
使うことをとおして，語感を磨き
語彙を豊かにしている。(1)イ

「話すこと・聞くこと」におい
て，場の状況に応じて言葉を選ぶ
など，自分の考えがわかりやすく
伝わるように表現を工夫してい
る。Ａ(1)ウ

積極的に場の状況に応じて言葉を
選び，学習課題にそって主張しよ
うとしている。



4

5

3

5

Ｏ・ヘンリー短編小
説の比べ読み

Ｏ・ヘンリーの短編小説を
３編読み，比較することを
通して，作品の構成や作者
の人物像について自分の考
えをもつ。

理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し，話や文章
の中で使うことをとおして，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
(1)イ

①「読むこと」において，文章の
構成や論理の展開，表現の仕方に
ついて評価している。Ｃ(1)ウ
②「読むこと」において，文章を
読んで考えを広げたり深めたりし
て，人間，社会，自然などについ
て，自分の意見をもっている。Ｃ
(1)エ

すすんで表現の仕方について評価
し，学習課題に沿って批評しよう
としている。

和歌の調べ ①古人のものの見方や考え
方について話し合い，自分
の考えを深める。
②和歌の技法や歴史的背景
を理解しながら，歌のリズ
ムを味わう。

①歴史的背景などに注意して古典
を読むことを通して，その世界に
親しんでいる。(3)ア
②長く親しまれている言葉や古典
の一節を引用するなどして使って
いる。(3)イ

「読むこと」において，古典の文
章を読んで考えを広げたり深めた
りして，人間，社会，自然などに
ついて，自分の意見をもってい
る。Ｃ(1)エ

粘り強く時間の経過による言葉の
変化や世代による言葉の違いにつ
いて理解し，今までの学習を生か
して考えたことを説明しようとし
ている。

風景と心情 ①歴史的背景を踏まえて情
景の描写を捉え，心情を理
解して考えを深める。
②詩の形式や表現の工夫な
どを理解して暗唱し，作品
の響きを味わう。

歴史的背景などに注意して古典を
読むことをとおして，その世界に
親しんでいる。(3)ア

「読むこと」において，古典の文
章の構成や論理の展開，表現の仕
方について評価している。Ｃ(1)
ウ

粘り強く時間の経過による言葉の
変化や世代による言葉の違いにつ
いて理解し，今までの学習を生か
して考えたことを説明しようとし
ている。

俳句の味わい 言葉の意味を掘り起こして
読む。

理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し，話や文章
の中で使うことをとおして，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
(1)イ

「読むこと」において，文章の構
成や論理の展開，表現の仕方につ
いて評価している。Ｃ(1)ウ

すすんで表現の仕方について評価
し，学習課題にそって批評しよう
としている。



7

3

4

5

『塩狩峠』研究発表
会

①描写に即して登場人物の
人物像を読み取る。
②作品を横断的に読み、登
場人物の設定や人物と人物
の関係について自分の考え
をもつ。

理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し，話や文章
の中で使うことをとおして，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
(1)イ

①「読むこと」において，文章の
構成や論理の展開，表現の仕方に
ついて評価している。Ｃ(1)ウ
②「読むこと」において，文章を
読んで考えを広げたり深めたりし
て，人間，社会，自然などについ
て，自分の意見をもっている。Ｃ
(1)エ

すすんで表現の仕方について評価
し，学習課題に沿って批評しよう
としている。

自己ＰＲカードを書
こう

①読み手を意識して，適切
な言葉を選ぶ。
②読み手の助言を踏まえ
て，よい点や改善点を理解
する。

①具体と抽象など情報と情報との
関係について理解を深めている。
(2)ア
②文字の中心や大きさに気を付
け、楷書で丁寧に書いている。

「書くこと」において，論理の展
開などについて，読み手からの助
言などを踏まえ，自分の文章のよ
い点や改善点を見いだしている。
Ｂ(1)オ

粘り強く自分の考えがわかりやす
く伝わる文章になるように工夫
し，学習課題にそって発表のため
の資料を作成しようとしている。

意見を共有しながら
話し合う

①相手の考えを評価しなが
ら，自分の考えを広げ深め
る。
②話し合いの進行の仕方を
工夫して，合意形成を行
う。

具体と抽象など情報と情報との関
係について理解を深めている。
(2)ア

「話すこと・聞くこと」におい
て，進行の仕方を工夫したり互い
の発言を生かしたりしながら話し
合い，合意形成に向けて考えを広
げたり深めたりしている。Ａ(1)
オ

積極的に相手や場に応じた言葉づ
かいを理解し，学習の見通しを
もって討論しようとしている。

書初め 文字の大きさや字間，行の
中心などを理解して，配列
よく書くことができる。
※（行書の特徴や配列を理
解して書くことができ
る。）

楷書と仮名の筆使いや字形，文字
の大きさなどを理解している。楷
書と仮名の筆使いや字形を理解し
て書いている。
 ※（行書の特徴や配列について
理解している。行書の特徴や行の
中心を理解して書いている。）

自己の課題をもって取り組んでい
る。
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3

「読むこと」において，文章の構
成や論理の展開，表現の仕方につ
いて評価している。Ｃ(1)ウ

粘り強く文章の種類や構成につい
て理解し，今までの学習を生かし
て考えたことを説明しようとして
いる。

持続可能な未来を創
るために

持続可能な社会の実現に向
けて，自己変容を通じて未
来を考える。

具体と抽象など情報と情報との関
係について理解を深めている。
(2)ア

「読むこと」において，文章を読
んで考えを広げたり深めたりし
て，人間，社会，自然などについ
て，自分の意見をもっている。Ｃ
(1)エ

粘り強く論理の展開の仕方を捉
え，学習課題にそって考えたこと
について討論しようとしている。

メディアリテラシー
はなぜ必要か

①新聞を構成する情報につ
いて整理し，それぞれの効
果について考える。
②社説を比較して読み，内
容の特徴を理解する。

情報の信頼性の確かめ方を理解し
使っている。(2)イ

①「読むこと」において，文章を
批判的に読みながら，文章に表れ
ているものの見方や考え方につい
て考えている。Ｃ(1)イ
②「読むこと」において，文章を
読んで考えを広げたり深めたりし
て，人間，社会，自然などについ
て，自分の意見をもっている。Ｃ
(1)エ

積極的に文章の種類とその特徴に
ついて理解し，今までの学習を生
かして考えたことについてまとめ
ようとしている。

初恋 表現上の工夫に注意して，
暗唱する。

文章の種類とその特徴について理
解を深めている。(1)ウ
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3春に 言葉の中の春を読む。 理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し，話や文章
の中で使うことをとおして，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
(1)イ

「読むこと」において，文章の構
成や論理の展開，表現の仕方につ
いて評価している。Ｃ(1)ウ

すすんで表現の仕方について評価
し，学習課題にそって批評しよう
としている。

情報をまとめて作品
集を作る

①自分の文章の収集と整理
をする。
②学習を振り返り，読み手
に自分の思いが伝わる作品
集を作る。

具体と抽象など情報と情報との関
係について理解を深めている。
(2)ア

①「書くこと」において，目的や
意図に応じて，社会生活の中から
題材を決め，集めた材料の客観性
や信頼性を確認し，伝えたいこと
を明確にしている。Ｂ(1)ア
②「書くこと」において，表現の
仕方を考えたり資料を適切に引用
したりするなど，自分の考えがわ
かりやすく伝わる文章になるよう
に工夫している。Ｂ(1)ウ
③「書くこと」において，目的や
意図に応じた表現になっているか
などを確かめて，文章全体を整え
ている。Ｂ(1)エ
④「書くこと」において，論理の
展開などについて，読み手からの
助言などを踏まえ，自分の文章の
よい点や改善点を見いだしてい
る。Ｂ(1)オ

積極的に今までの学習を生かして
発表のための資料を作成しようと
している。


